
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日頃より本校の教育活動へのご理解と多大なるご支援を頂きましてまことにありがとうございます。 

令和 4 年度高校 3 年生から難関大学への合格を勝ち取った生徒たちをご紹介させていただきます。 

情報をこちらに随時更新する予定です。ぜひご確認ください。 

【入試への準備方法】一次の書類審査では、志望理由書を何度も先

生に確認してもらい、出願の 2 週間前には完成させました。二次試

験では小論文と面接があったので、試験前の 1 ヶ月間は自分で考え

たテーマで、毎日小論文を練習しました。面接対策としては、細か

いマナーや自分の志望理由を確認して、何を聞かれてもいいよう、

自分なりにまとめていました。 

【喜びのコメント】まずは合格できて本当に嬉しかったです。私は

推薦型に力を入れていたので、不合格だったら一般受験に向けて勉

強しなきゃいけないという不安もあったのですが、先生方や友達と

頑張ってやってきてよかったなと思っています。ここで満足するこ

となく、大学入学後も頑張っていきたいです。 

立教大学 社会学部 メディア社会学科 合格 

国際コース選抜入試 

S 組（中高一貫コース） 

中鉢凜さん 

発行：東洋大学附属牛久中学校・高等学校 編集室 

 

C 組（進学コース） 

周藤楓さん 

筑波大学 情報学群 知識情報・図書館学類 合格 

学校推薦型入試 

【入試への準備方法】まず大学側に興味を持ってもらえる志望理由

書にするため、先生と協力し、締め切りギリギリまで推敲を繰り返

しました。小論文対策としては大学の赤本を解き、学類での学びに

関連しそうな新聞記事をスクラップしました。ビブリオバトルとい

う特有な面接方式に対応するため、実際に県の公式大会に出場して

経験を積みました。 

【喜びのコメント】進学コースの私が本当にこの大学に合格できる

のかな。合格発表の日まで、毎日この不安で頭がいっぱいでした。

進路が決まっていく皆を見て、焦る気持ちもあったと思います。そ

れでも掴み取れたこの合格は、両親や先生方、友達の協力と応援が

あってこその結果です。感謝の気持ちを忘れずに、大学でも頑張り

たいと思います。 


